
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成８年  公団から企業用地活用によるまちづくりの話  

平成８年から  公団と市で勉強会を開催  

平成１１年  公団からまちづくりの具体的な提案  

平成１２年  国の特殊法人改革により、公団はまちづくりの

主体者になれない 

平成１４～１５年  まちづくりについて調査を実施  
（新駅設置・道路・駅前広場・公園 等） 

平成１６～１７年  

 

公共施設再配置を盛り込んだまちづくりの検討

を追加  

 まちづくり構想では、本市のアイデンティティ（主体性）の確立に向け､

市民の方々からの幅広い意見を取入れ、民間活力を導入しながら実現化す

る事で､より高質な「未来をひらく“高感”都市せっつ」を創り上げる事を目的と

する  
 
（目 標） 
① 新たな都市拠点の整備（シビックゾーン）  
② 上位計画（総合計画・都市計画マスタープラン等）の主要施策の実現  
③ 都市課題への対応  
④ 市民サービス（交流の場）提供の拠点づくり  

（方 針）将来に夢のある継続的で発信力のある拠点づくりを展開する  
基本コンセプト  ： 「健康・福祉」「文化・教育」の機能集積と交流拠点づくり 

キーワード     ：  安全・健康・利便・快適の向上 

①市の顔としてのイメージを高める新たな拠点づくりを進める  
②市民活動の拠点としての受け皿となるまちづくりを目指す  
③市内の交通結節点の充実と交通利便性の向上に寄与する  
④市民サービスの機能集積（再配置）に併せ､機能の高度化・高次化を促進  
⑤地域の居住環境及び都市景観等に配慮したまちづくりを目指す  

南千里丘まちづくり構想フロー （案） 

［目 的］ 

［基本方針］ 

注：公団とは旧住宅都市整備公団の略  ［経 過］ 


